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A-Policy

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
果
実
課
は
今

年
度
も
年
度
当
初
の
事
業
方
針
に
沿
っ
て
こ

こ
ま
で
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
ブ
ド
ウ
の

販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
折
り
返
し
地
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
店
頭
で
の
販
促
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
重
点
事
項
と
し
て

以
下
の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①�

長
野
県
産
ブ
ド
ウ
生
産
販
売
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
か
ら
長
野
県
産
ブ
ド
ウ
の
販
売
力

強
化
を
目
的
と
し
て
、
主
産
地
の
Ｊ
Ａ
担
当

者
と
生
産
・
販
売
両
面
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
品

質
向
上
に
向
け
た
栽
培
指
導
に
関
す
る
意
見

交
換
会
の
実
施
や
、
新
品
種
ブ
ド
ウ
長
果
Ｇ

11（
商
標
名
／
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
）
の

販
売
戦
略
策
定
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

②
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
作
成

　
長
野
県
産
ブ
ド
ウ
は
生
産
者
の
皆
様
の
努

力
に
よ
り
品
質
が
認
め
ら
れ
、
贈
答
用
と
し

て
も
消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
第
１
弾
と
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
の
化
粧
箱
を
作
成
し
、
貯
蔵
期
か
ら

販
売
を
始
め
る
予
定
で
す
。
他
品
種
で
も
販

売
状
況
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

③�

９
月
23
日「
長
野
県
ぶ
ど
う

の
日
」
認
定

　
「
長
野
県
り
ん
ご
の
日
」
に

続
き
ブ
ド
ウ
の
消
費
宣
伝
の
軸

と
な
る
日
を
制
定
し
、（
一
社
）

日
本
記
念
日
協
会
に
認
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
長
野

県
産
ブ
ド
ウ
を
消
費
者
が
「
食

べ
て
み
た
い
！
」
と
購
買
意
欲

を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④�

ブ
ド
ウ
長
果
Ｇ
11（
商
標
名
／
ク
イ
ー
ン

ル
ー
ジ
ュ
®
）
の
生
産
販
売
検
討

　
今
年
度
よ
り
苗
の
供
給
が
開
始
さ
れ
た
ブ

ド
ウ
長
果
Ｇ
11（
商
標
名
／
ク
イ
ー
ン
ル
ー

ジ
ュ
®
）
に
つ
い
て
は
長
野
県
行
政
、
長
野

県
果
樹
試
験
場
と
共
に
品
種
特
性
の
見
極
め

と
流
通
関
係
者
に
対
す
る
求
評
を
行
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
栽
培
・

出
荷
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
の
収

集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
輸
出

　
今
年
度
も
引
き
続
き
生
産
者
の
手
取
り
最

大
化
を
目
的
と
し
て
、
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
現
行
の
ル
ー
ト
に
加
え
、

主
力
の
香
港
・
台
湾
に
お
け
る
韓
国
・
中
国

産
の
動
向
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
継
続

的
に
実
施
し
、
将
来
的
に
安
定
し
た
取
り
引

き
の
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
ア
ジ

ア
の
そ
の
他
の
国
の
調
査
を
行
い
、
将
来
的

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て

い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
度
の
販
売
も
残

す
と
こ
ろ
４
か
月
で
す
。
次
年
度
産
以
降
も

消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
長
野
県
産
ブ
ド
ウ
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
各
種
事
業
を
進
め
ま

す
。

　
冬
場
に
需
要
期
を
迎
え
る
灯
油
は
、
農
家

組
合
員
の
生
活
・
営
農
を
支
え
る
大
切
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
燃
料
事

業
の
経
営
を
支
え
る
重
要
な
商
品
で
す
。
現

在
、
県
下
Ｊ
Ａ
で
は
、
約
11
万
戸
の
農
家
組

合
員
・
利
用
者
に
「
Ｊ
Ａ
配
達
灯
油
」
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
灯
油
需
要
の

減
少
や
異
業
種
業
者
の
灯
油
配
送
事
業
へ
の

参
入
な
ど
を
背
景
に
、
灯
油
配
送
事
業
に
お

け
る
市
場
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、
県
下
Ｊ
Ａ

で
は
既
存
の
お
客
様
に
継
続
的
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
に
視
点
を
当
て
た
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
組
み
の
中
心
と
し
て
、
本
年
度
も

県
下
Ｊ
Ａ（
一
部
Ｊ
Ａ
除
く
）
に
て
「
Ｊ
Ａ

配
達
灯
油　

冬
の
あ
っ
た
か
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
２
０
１
９
年
10
月
～
12
月
）」
を

展
開
し
ま
す
。
昨
年
度
、
県
下
Ｊ
Ａ
で
の
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

合
計
４
，
８
５
２
件
の
応
募
が
あ
り
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
よ
り
多
く
の
皆
様
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
配
達
灯

油（
合
計
２
０
０
ℓ
を
一
口
）
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
自
動
的
に
応
募
完
了
と
な
る
自
動

応
募
方
式（
一
部
Ｊ
Ａ
除
く
）
と
し
、
商
品

本
数
も
１
，
０
０
０
本
と
昨
年
度
と
比
較
し

て
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き

Ｊ
Ａ
配
達
灯
油
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
も
様
々
な
取
組
み
を
通
じ
て
顧
客
満

足
度
の
向
上
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
配
送

効
率
化
を
進
め
る
事
で
、
事
業
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
燃
料
油
配
送
事
業
で
も
組
合
員
・

利
用
者
の
営
農
・
生
活
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

果実課

2
0
1
9
年
度 

ブ
ド
ウ
販
売
の
進
め
方

燃料・ホーム
エネルギー課

Ｊ
Ａ
配
達
灯
油 

冬
の
あ
っ
た
か
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

シャインマスカット房づくり講習会

シャインマスカット一房化粧箱

長野県ぶどうの日認定でマスコミの取材を受ける
生産販売部の岩崎直樹部長

【キャンペーン実施JA】
JA佐久浅間

JA信州うえだ（ジェイエイサービス）
JA上伊那

JAみなみ信州
JA木曽

JA信州諏訪
JA松本ハイランド
JA塩尻市
JA洗馬
JAあづみ
JA大北

JAグリーン長野
ジェイエイ・アップル㈱

JAながの
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畜
産
課

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
・
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
９
月
６
日
㈮
、
㈱
長
野
県

食
肉
公
社
で
「
第
16
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝

肉
共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
信
州
ア

ル
プ
ス
牛
」
と
は
、
和
牛
と
乳
用
種
の
掛
け

合
わ
せ
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
「
交
雑
牛
」
で

す
。

　
共
励
会
に
は
、
県
内
交
雑
牛
生
産
者
に
よ

り
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
選
り
す
ぐ
り
の

交
雑
牛
30
頭
が
出
品
さ
れ
、
去
勢
で
は
３
等

級
以
上
比
率
61
・
５
％
（
４
等
級
以
上
比
率

25
・
０
％
）、
雌
で
は
３
等
級
以
上
比
率

72
・
２
％
（
４
等
級
以
上
比
率
22
・
２
％
）

と
品
質
に
優
れ
た
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
１
席
に
は
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

の
小
林
勝
さ
ん
、
最
優
秀
２
席
に
は
Ｊ
Ａ
佐

久
浅
間
の
高
塚
賢
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
励
会
に
出
品
さ
れ
た
多
く
の
牛
が
、

㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
で
９
月
13
日
㈮
か
ら

15
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
「
信
州
農
畜
産
物
ま

つ
り
」
で
販
売
さ
れ
、
お
客
様
か
ら
、
改
め

て
信
州
ア
ル
プ
ス
に
対
す
る
高
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、５
店
舗（
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
う
え
だ
店
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
篠
ノ
井
店
、

す
こ
う
店
、
き
そ
店
、
こ
ま
が
ね
店
）
で
は
、

信
州
ア
ル
プ
ス
牛
の
店
頭
立
会
い
販
売
と
し

て
、
共
励
会
出
品
生
産
者
に
よ
る
牛
肉
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
長
野
県
の
肉
牛
事
業
発
展
の
た
め
、

枝
肉
共
励
会
・
研
修
会
等
を
開
催
し
、
信
州

ア
ル
プ
ス
牛
の
販
路
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

第
16
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝
肉
共
励
会

～
最
優
秀
１
席
に
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
小
林
勝
さ
ん
～

畜
産
課

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議

会
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
７
月
30
日
㈫
、
大
阪

市
食
肉
市
場
㈱
で
「
第
40
回
信
州
肉
牛
県
内

産
枝
肉
共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
遅
い
梅
雨
明
け
と
な
り
、
本
格
的
な
和
牛

需
要
が
高
ま
る
大
阪
で
“
生
ま
れ
も
育
ち
も

長
野
県
”
の
和
牛
34
頭
を
出
品
上
場
し
ま
し

た
。

　
「
信
州
和
牛
」
の
中
で
も
、
オ
レ
イ
ン
酸

値
の
評
価
を
取
り
入
れ
た
「
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
牛
肉
」
は
、
購
買
者
か
ら
も
「
信
プ
レ
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
注
目
を
集
め
て
お
り
、

こ
の
日
も
大
勢
の
購
買
者
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
リ
販
売
に
先
立
ち
枝
肉
の
審
査
も
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
に
は
南
信
酪
農
協
の
中
原
洋

さ
ん
の
去
勢
牛
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
枝
肉
重

量
は
５
７
７・
０
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

１
０
０
㎠
と
充
分
な
大
き
さ
、
霜
降
り
度
合

い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
は
12
と
最
高
の

評
価
で
し
た
。
出
品
牛
の
う
ち
４
等
級
以
上

の
比
率
が
97
％
、
５
等
級
は
56
％
と
優
秀
な

枝
肉
が
揃
い
、
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
畜
産
課
で
は
、
更
な
る
「
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
肉
」
の
認
知
度
向
上
を
図
り
、
市

場
で
の
有
利
販
売
に
よ
る
生
産
者
手
取
り
最

大
化
を
目
指
し
て
、
販
売
促
進
対
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

第
40
回
信
州
肉
牛
県
内
産
枝
肉
共
励
会

～
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
野
県
産
の
和
牛
を
Ｐ
Ｒ
～

あいさつをする畜産酪農部の平林務部長最優秀賞を受賞した枝肉

畜産課の井出和士課長から表彰を受ける最優秀賞の小林さん（右）

最優秀賞を受賞した枝肉

第16回信州アルプス牛枝肉共励会入賞者（敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 性別

最 優 秀 賞 1 席 松本ハイランド 小林　勝 去勢

最 優 秀 賞 2 席 佐久浅間 高塚　賢一 雌

優 秀 賞 1 席 佐久浅間 山浦　建夫 去勢

優 秀 賞 2 席 佐久浅間 寺島　義則 雌

優 良 賞 佐久浅間 矢島　芳行 去勢

〃 信州うえだ 前田　春香 雌

〃 上伊那 直販伊那農場 雌

第40回信州和牛県内産枝肉共励会入賞者（敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 性別

最 優 秀 賞 1 席 南信酪農協 中原　洋 去勢

優  秀  賞 洗馬 安塚　初男 去勢

〃 みなみ信州 ㈱夢ファームみなみ信州 去勢

優  良  賞 木曽 黒内　拓美 去勢

〃 長野八ヶ岳 津金　武幸 去勢

素 牛 生 産 者 賞 上伊那 窪田　俊男 －

共励会成績
種性別 平均枝肉重量 平均単価

交雑牛去勢 551.1kg 1,698円

交雑牛 雌 506.7kg 1,662円

共励会成績
種性別 平均枝肉重量 平均単価

和牛去勢 563.5kg 2,529円

和牛雌 483.4kg 2,460円

Reports
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中
信
生
産
販
売
課

　
な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
推
進
協
議
会（
構
成

団
体
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
、
Ｊ
Ａ
み
な

み
信
州
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
中
信
事
業
所
・
南
信
事
業

所
）
は
、
９
月
５
日
㈭
と
６
日
㈮
の
２
日
間
、

「
２
０
１
９
な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
」
を
富
士

見
町
の
Ｊ
Ａ
会
館
ふ
じ
み
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
33
回
目
の
開
催
と
な
り
、
南
信
地
域
３
Ｊ

Ａ
管
内
の
生
産
者
が
育
て
た
キ
ク
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
ダ
リ
ア
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ

リ
ア
な
ど
が
出
品
さ
れ
た
品
評
会
を
は
じ
め
、
切
花

の
即
売
会
、
新
品
種
や
園
芸
・
農
業
関
係
資
材
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
春
先
か
ら
低
温
傾
向
で

推
移
し
、
ま
た
長
梅
雨
に
よ
る
低
日
照
や
梅
雨
明
け

の
酷
暑
な
ど
非
常
に
厳
し
い
栽
培
環
境
の
な
か
、
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
合
計
２
６
９

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　
品
評
会
で
の
審
査
の
結
果
、
関
東
農
政
局
長
賞
に

選
ば
れ
た
三
井
静
明
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
）
の
輪

ギ
ク「
岩
の
白
扇
」
を
は
じ
め
、
花
色
、
草
姿
、
バ

ラ
ン
ス
や
市
場
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
合
計
29
点
が

入
賞
し
ま
し
た
。
厳
し
い
栽
培
環
境
で
は
あ
り
ま
し

た
が
出
品
さ
れ
た
切
花
の
レ
ベ
ル
は
総
じ
て
高
く
、

特
に
関
東
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
三
井
静
明
さ
ん

の
輪
ギ
ク
は
花
の
揃
い
が
良
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、

葉
色
も
適
切
で
、
草
姿
バ
ラ
ン
ス
の
優
れ
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
６
日
に
は
地
元
の
富
士
見
町
立
富
士
見
小
学

校
６
年
生
82
名
が
、「
花
育
」
活
動
の
一
環
と
し
て

会
場
内
で
行
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

に
参
加
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
教
室
に
参
加

し
た
生
徒
を
対
象
に
品
評
会
会
場
で
模
擬
審
査
会
を

開
い
て
、
各
自
が
一
番
気
に
入
っ
た
花
に
投
票
し
、

花
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
あ
る
Ｊ
Ａ
会
館
ふ
じ
み
は
今
回
が
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
広
く
南

信
地
域
の
切
花
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後

も
南
信
・
中
信
地

区
の
産
地
で
連
携

を
深
め
な
が
ら
、

花
き
の
生
産
振
興

と
消
費
宣
伝
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

2
0
1
9

な
ん
し
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア

賞

品
目
名

品
種
名

氏
名

J
A
名

関
東
農
政
局
長
賞

輪
ギ
ク

岩
の
白
扇

三
井　

静
明

J
A
信
州
諏
訪

長
野
県
知
事
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

小
笠
原 

秀
樹

J
A
上
伊
那

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ハ
ピ
ネ
ス
ホ
ワ
イ
ト

藤
森　

英
一

J
A
信
州
諏
訪

長
野
県
農
協
中
央
会

会
長
賞

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

セ
イ
シ
ェ
ル

名
取　

靖

J
A
信
州
諏
訪

輪
ギ
ク

岩
の
白
扇

伊
藤　

幸
彦

J
A
信
州
諏
訪

全
農
長
野
県
本
部
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

カ
プ
リ

古
畑　

雅
一

J
A
上
伊
那

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ボ
ン
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
ス
イ
ー
ト
ピ
ン
ク

小
池　

真
喜

J
A
信
州
諏
訪

長
野
県

地
域
振
興
局
長
賞

リ
ン
ド
ウ

ア
ル
プ
ス
の
蒼
風

遠
藤　

清
保

J
A
信
州
諏
訪

鉄
砲
ユ
リ

オ
ー
ガ
ス
タ

末
永　

千
秋

J
A
上
伊
那

ダ
リ
ア

イ
ン
カ
ロ
ー
ズ

大
平　

正
彦

J
A
み
な
み
信
州

J
A
南
信
地
区

協
議
会
長
賞

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ビ

小
池　

義
泉

J
A
信
州
諏
訪

宿
根
カ
ス
ミ
草

ア
ル
タ
イ
ル

矢
崎　

深
志

J
A
信
州
諏
訪

農
業
協
同
組
合
長
賞

輪
ギ
ク

深
志
の
匠

三
井　

正
子

J
A
信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ハ
ニ
ー
ソ
フ
ィ
ア

有
賀　

美
和

J
A
上
伊
那

オ
キ
シ
ペ
タ
ル
ム

ピ
ュ
ア
ブ
ル
ー

中
平　

正
直

J
A
み
な
み
信
州

長
野
県
農
協
中
央
会

営
農
支
援
室
長
賞

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ン
ダ
レ
イ

小
池　

直
志

J
A
信
州
諏
訪

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

オ
ー
ブ
イ
エ
ロ
ー

矢
崎　

哲
男

J
A
信
州
諏
訪

全
農
長
野
県
本
部

事
業
所
長
賞

輪
ギ
ク

岩
の
白
扇

中
村　

清
一
郎

J
A
信
州
諏
訪

観
賞
用
と
う
が
ら
し

コ
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ッ
ク

福
本　

政
士

J
A
み
な
み
信
州

東
京
地
区
長
野
県
花
き

推
進
協
議
会
長
賞

輪
ギ
ク

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

名
取　

照
雄

J
A
信
州
諏
訪

中
部
圏
信
州
花
き
販
売

推
進
協
議
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ホ
ワ
イ
ト
ベ
ル

唐
澤　

勲

J
A
上
伊
那

京
阪
神
地
区
信
州
花
き

推
進
協
議
会
長
賞

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ミ
ン
ク
ロ
ー
ズ

日
達　

清
彦

J
A
信
州
諏
訪

な
ん
し
ん

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア

推
進
協
議
会
長
賞

輪
ギ
ク

岩
の
白
扇

田
中　

学

J
A
信
州
諏
訪

輪
ギ
ク

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

久
保
川　

吉
秀

J
A
信
州
諏
訪

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

カ
エ
デ

半
田　

航
志

J
A
信
州
諏
訪

ア
マ
ラ
ン
サ
ス

ハ
ン
キ
ン
グ
レ
ッ
ド

峯
下　

昌
子

J
A
み
な
み
信
州

審
査
員
奨
励
賞

ス
タ
ー
チ
ス一
年
生

ブ
ル
ー
ス
ワ
ロ
ー

百
瀬　

友
満

J
A
信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ
ピ
ン
ク

農
事
組
合
法
人 

ら
い
ふ

J
A
上
伊
那

花
木

ハ
ゼ

桜
井　

建
樹

J
A
み
な
み
信
州

2019なんしんフラワーフェア入賞者名簿（敬称略）

大
阪
販
売
事
務
所

農
業
機
械
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
農
業
機
械
課
は
８
月
29

日
㈭
、
中
古
農
機
情
報
サ
イ
ト
を
開
設
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
組
合
員
か
ら
の
、
生
産
コ
ス
ト
で

大
き
な
比
率
を
占
め
る
農
機
コ
ス
ト
低
減

に
対
す
る
要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
全
農

長
野
で
は
、
全
国
で
取
り
組
む
共
同
購
入

ト
ラ
ク
タ
ー
の
推
進
や
、
県
域
推
奨

型
式
の
県
域
一
括
仕
入
れ
等
に
よ
り
、

農
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
組
合

員
か
ら
は
中
古
農
機
の
需
要
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
需
要
に

応
え
る
た
め
、
全
農
長
野
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
、
中
古
農
機
サ
イ
ト
を

開
設
し
、
農
機
コ
ス
ト
低
減
策
と
し

て
の
中
古
農
機
流
通
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
利
用
対
象
は
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
員

で
、
Ｊ
Ａ
や
全
農
長
野
が
取
り
扱
う

中
古
農
機
を
掲
載
し
ま
す
。
お
問
合

せ
を
い
た
だ
く
と
、
そ
の
組
合
員
が

所
属
す
る
Ｊ
Ａ
が
見
積
も
り
、
代
金

決
済
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
行

い
ま
す
。

　
農
業
機
械
課
は
今
後
、
掲
載
機
種
の
充

実
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
中
古
農
機

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
サ
イ
ト
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

中
古
農
機
情
報
サ
イ
ト
を
開
設

　
９
月
３
日
㈫
、
京
都
青
果
合
同
㈱
で
Ｊ

Ａ
長
野
八
ヶ
岳
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開

催
し
、
管
内
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
の
由
井
和

行
組
合
長
の
他
、
Ｊ
Ａ
代
表
者
お
よ
び
市

場
関
係
者
が
出
席
し
、
盛
大
に
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
競
り
場
に
同
Ｊ
Ａ
産
の
ハ
ク
サ
イ
な
ど

が
並
べ
ら
れ
る
中
、
由
井
組
合
長
が
中
央

の
競
り
台
に
立
ち
、「
本
年
は
厳
し
い
気

象
条
件
の
中
、
産
地
と
し
て
も
厳
し
い
状

況
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
残
り
２
カ
月
、
安

全
安
心
な
野
菜
を
精
一
杯
出
荷
し
て
い
く

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
は
よ
り
多
く
の
野

菜
を
買
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
試
食
会
場
で
は
多
く
の
市
場
関
係
者
や

仲
買
人
の
皆
さ
ん
が
「
長
野
県
の
ハ
ク
サ

イ
は
新
鮮
で
お
い
し
い
」
と
味
を
確
か
め

て
い
ま
し
た
。

　
大
阪
販
売
事
務
所
で
は
、
今
後
も
積
極

的
に
消
費
宣
伝
活
動
を
行
い
、
本
県
産
野

菜
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
青
果
合
同
㈱
で

Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
スＪＡ長野八ヶ岳の由井組合長（左から4人目）、京都青果合同の内田隆代表取締役社長（同5人目）、

ＪＡ長野八ヶ岳の井出文人専務理事（同6人目）など関係者

中古農機サイトURL https://www.nn.zennoh.or.jp/chuko-nouki/

※表紙左下の写真／関東農政局長賞を受賞した三井さんの輪ギク「岩の白扇」 
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総
務
広
報
課

果
実
課

　
昨
夏
、
長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
リ
ン
ゴ

「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
、
２
シ
ー

ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。
果
実
課
で
は
、
引
き

続
き
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
８
月
10
日
㈯

　
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ　
キ
ッ
ク
オ
フ
説
明
会

　
（
場
所
／
大
田
市
場
）

　
２
年
目
の
販
売
開
始
を
告
知
す
べ
く
、
品
種

紹
介
と
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
８
月
24
日
㈯

　
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ　
セ
ー
ル
ス
イ
ベ
ン
ト

　
（
場
所
／
豊
洲
市
場
）

小
岩
井
乳
業（
株
）
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

生
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
を
組
み
合

わ
せ
た
試
食
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

■
８
月
31
日
㈯
・
９
月
１
日
㈰

　

�

音
楽
イ
ベ
ン
ト「
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ 

２
０
１
９
」
に
出
店

　
（
場
所
／
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
）

　
青
果
店
の
フ
タ
バ
フ
ル
ー
ツ
と
連
携
し
、
若

者
へ
の
訴
求
手
段
と
し
て
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
を
含

む
長
野
県
産
フ
ル
ー
ツ
を
音
楽
フ
ェ
ス
イ
ベ
ン

ト
で
即
売
。
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ル
ー
ツ
と
銘
打
ち
、

リ
ン
ゴ
、
プ
ラ
ム
、
プ
ル
ー
ン
の
丸
か
じ
り
を

お
勧
め
し
ま
し
た
。

「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」2
年
目
の
販
売

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
９
月
14
日
㈯
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ア
ウ
ェ
イ
戦（
ｖ
ｓ

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
）
で
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
中
信
地
区
の
３
市
５
村
が
組
織
す
る
松
本
広
域
連
合
ブ
ー
ス
に
協

力
出
展
し
、
中
信
地
区
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
共
に
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
の
プ

チ
試
食
を
先
着
１
，
０
０
０
名
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
信
州
く
だ
も
の
ク

イ
ズ
を
行
い
、
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
に
、
果
汁
１
０
０
％
の
信
州
ぶ

ど
う
ジ
ュ
ー
ス
１
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
後
日
発
送
）
し
ま
し
た
。

　
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
の
試
食
は
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
開
始
時
間
前
か
ら

１
０
０
名
ほ
ど
が
並
び
ま
し
た
。

「
名
前
は
知
っ
て
い
る
」「
ス
ー

パ
ー
で
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
、

あ
る
程
度
の
認
知
度
は
あ
る
も
の

の
、「
食
べ
た
こ
と
が
無
い
」
と

い
う
お
客
様
が
多
く
、
笑
顔
で
受

け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
、「
食
べ
た
こ
と
が
無
い
」

か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
か
ら
買
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
購
入
の
き
っ

か
け
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

松
本
山
雅
F
C
ア
ウ
ェ
イ
戦
で

ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
を
P
R

シナノリップ　キックオフ説明会／大田市場

シナノリップ　セールスイベント／豊洲市場

Local Green Festival 2019／横浜赤レンガ倉庫

生
産
振
興
部

　
今
年
度
新
設
さ
れ
た
生
産
振
興
部
で
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
に
向
け
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
最
先

端
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
立
命
館
大
学
理
工
学

部
の
深
尾
隆
則
教
授
を
８
月
27
日
㈫
長
野
市

に
お
招
き
し
、「
自
動
化
ロ
ボ
ッ
ト
の
最
前

線
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
会
の
参
加
者
は
50
名
を
超
え
、
農

業
分
野
で
の
研
究
成
果
や
可
能
性
を
学
ぶ
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
深
尾
教
授
は
、
国
の
革
新
的
技
術

開
発
・
緊
急
展
開
事
業
で
、「
野
菜
生
産
の

労
働
ピ
ー
ク
軽
減
化
研
究
」
の
リ
ー
ダ
ー
や
、

「
果
樹
生
産
の
省
力
化
」
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
農
業
就
業
者
数
の

減
少・高
齢
化
な
ど
の
背
景
か
ら
、人
手（
労

働
力
）
不
足
を
補
う
為
の
研
究
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
元
々
は
自
動
車
の
自
動
運
転
に

取
り
組
ま
れ
た
経
過
か
ら
、
農
業
分
野
に
も

研
究
の
幅
を
広
げ
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
深
尾
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
講
演
さ
れ
ま

し
た
。「
A
I
（
人
工
知
能
）
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
特
に
自
動
車
関
係
で
は
自
動
運

転
の
技
術
が
実
用
段
階
直
前
ま
で
進
ん
で
い

ま
す
。
自
動
車
産
業
界
で
進
め
て
き
た
技
術

開
発
・
革
新
の
成
果
は
、
多
く
の
車
輛
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
で
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
普
及

展
開
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
分
野
で
は
、

農
業
機
械
の
生
産
規
模
、
電
気
系
統
に
強
い

メ
ー
カ
ー
が
無
い
事
な
ど
か
ら
、
開
発
速
度

は
自
動
車
と
比
べ
遅
い
の
が
実
態
で
す
。
し

か
し
、
自
動
車
の
自
動
運
転
技
術
な
ど
が
農

業
ト
ラ
ク
タ
の
自
動
運
転
、
そ
し
て
野
菜
・

果
実
生
産
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
自
動
化
に
応
用

さ
れ
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
の
自
動
収

穫
機
の
開
発
、
自
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
開

発
、
自
動
飛
行
ド
ロ
ー
ン
、
栽
培
支
援
シ
ス

テ
ム
の
開
発
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
露
地

野
菜
で
は
集
荷
ま
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
自
動

化
に
よ
る
省
力
体
系
の
構
築
が
進
み
、
令
和

5
年
ま
で
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
の
自
動
収
穫
機
は
、
3
台
の
カ

メ
ラ
を
使
用
し
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
植
わ
っ
て

い
る
状
態
を
１
玉
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
カ
ッ

タ
ー
で
自
動
収
穫
し
ま
す
。
こ
の
自
動
収
穫

機
は
、
収
穫
機
の
操
縦
者
と
搬
出
容
器（
コ

ン
テ
ナ
）
に
詰
込
む
作
業
者
と
の
2
名
で
行

う
事
が
可
能
で
す
。
北
海
道
鹿
追
町
の
実
験

で
は
、
生
産
者
35
名
で
行
っ
て
い
る
作
業
が
、

自
動
収
穫
機
で
あ
れ
ば
2
名
で
済
み
大
幅
な

省
力
化
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
満
載

に
な
っ
た
コ
ン
テ
ナ
を
収
穫
機
か
ら
圃
場
の

外
へ
運
び
出
す
の
も
自
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
利
用
す
る
事
で
、
更
に
労
力
・
時
間
を
削

減
す
る
事
が
可
能
で
す
」
ま
た
、
実
例
と
し

て
集
荷
場
所
内
で
の
コ
ン
テ
ナ
の
荷
降
ろ
し

も
自
動
で
倉
庫
に
格
納
さ
れ
る
こ
と
や
、
無

人
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
搬
も
実
証
試
験

が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
尾
教
授
は
、「
こ
れ
ま
で
は
出
来
な
い

と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
実
現
で
き
る
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
農
業
に
お
い
て
は
、

栽
培
方
法
と
の
融
合
が
重
要
で
あ
り
、

『
A
I
・
計
測
・
制
御
・
機
械
・
農
学
の
融
合
』

に
よ
る
農
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
、
今
後
も
ま

す
ま
す
進
ん
で
行
く
」
ま
た
、「
利
用
す
る

側
も
、
既
存
の
栽
培
状
況
か
ら
機
械
等
を
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
機
械
等
に
合
わ
せ
た

栽
培
条
件
に
よ
る
対
応
も
必
要
。
そ
の
判
断

に
よ
り
、
自
動
化
・
機
械
化
の
開
発
・
展
開

の
ス
ピ
ー
ド
や
コ
ス
ト
も
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
振
興
部
は
今
後
も
様
々
な
情
報
収
集

を
行
い
、
県
内
生
産
者
の
栽
培
規
模
や
経
営

面
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
情
報
発
信
を
行
い

長
野
県
の
生
産
維
持
・
拡
大
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
開
催

～
自
動
化
ロ
ボ
ッ
ト
の
最
前
線
を
学
ぶ
〜

深尾教授の講演を熱心に聴く参加者
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９
月
８
日
関
東
に
上
陸
し
た
台
風
15

号
は
、
風
速
・
雨
量
と
も
に
最
大
級
で

千
葉
・
神
奈
川
・
茨
城
県
な
ど
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
農
業
被
害
額
も

３
０
０
億
円
超
と
概
算
数
値
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
千
葉
県
で
は
停
電
が

長
引
き
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
今
後
被
害
状

況
は
詳
細
を
含
め
大
き
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ
ビ
ー
が
９
月

20
日
か
ら
日
本
で
開
催
中
で
す
。
前
回

大
会
で
南
ア
フ
リ
カ
を
破
り
大
金
星
を

挙
げ
た
あ
の
感
動
を
も
う
一
度
味
わ
い

た
い
と
、
ビ
ー
ル
片
手
に
応
援
し
よ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
代
表
も
地

力
を
付
け
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
試
合

に
期
待
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
大
相
撲

秋
場
所
で
は
、
御
嶽
海
関
が
優
勝
決
定

戦
を
制
し
二
度
目
の
幕
内
優
勝
を
果
た

し
、
熱
い
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
11
月
場
所
に
大
き
な
期
待
を
し
た

い
で
す
！

　

収
穫
の
秋
・
食
欲
の
秋
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
・
新
米
・
り
ん

ご
な
ど
お
い
し
い
農
産
物
が
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
み
で
す
。
天
候
不
順
が
農
産
物

に
影
響
し
な
い
で
ほ
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。 

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野菜種苗センター 121 88 89 

生 産 振 興 部 計 121 88 89 

米 穀 7,458 102 107 

果 実 7,572 77 74 

野 菜 花 き 31,646 89 86 

き の こ 5,542 103 111 

営 業 5,105 86 94 

生 産 販 売 部 計 57,325 90 89 

包 装 資 材 3,417 95 102 

生 産 資 材 4,651 101 93 

農 業 機 械 3,142 97 92 

施 設 住 宅 3,022 186 172 

生 産 購 買 部 計 14,232 109 105 

畜 産 5,701 107 98 

三 岳 牧 場 131 108 105 

SPF 繁殖センター 128 101 98 

酪 農 7,574 98 98 

八 ヶ 岳 牧 場 105 97 99 

畜 産 酪 農 部 計 13,639 102 98 

燃料・ホームエネルギー 9,718 104 98 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 4,716 100 95 

生 活 5,075 100 101 

生 活 部 計 19,509 102 98 

長 野 県 本 部 計 104,824 96 94 

令和元年度8月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

10月の動き▶
10月12日（土）長野県協同組合フェスティバル

サンモリッツ
総務広報課

10月15日（火）
第42回信州きのこ祭り
長野県きのこ品評会
長野県庁講堂

きのこ課

10月19日（土）
ハロウィーンストリート 
in NAGANO
善光寺表参道

きのこ課

実施中～
10月31日（木）

JA全農長野
フルーツフォトコンテスト“パシャフル” 果実課

実施中～
10月31日（木）長野県産秋白菜キャンペーン 野菜花き課

実施中～
11月30日（土）

長野県JA産きのこキャンペーン
『秋はきのこdeコーデ』 きのこ課

【大阪販売事務所　中
なか
洞
ぼら
 章
しょう
】

初めまして。大阪販売事務所で果実を担当して
おります。中洞章と申します。出身は木曽町で
す。大阪のおいしいものに囲まれ、体重の方が
少々気になってきた今日この頃でございます。
知らないことも多く、まだまだ社会人として未
熟な身ではございますが、いち早く職員として
成長し、長野県の果物をしっかりPRできるよう、
がんばっていきたいと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。何事も体が資本！しっかり食べてがんばります！

新 採 用 職 員 紹 介

JA全農長野果実課は、SNSを活用したフルーツフォ
トコンテスト「パシャフル！」を開催中です。
長野県産のフルーツを使った料理や、フルーツを食
べている写真を投稿してご応募いただくと、入賞者
には豪華賞品をプレゼント！
皆様からのご応募をお待ちしております。

■応募方法
　・ インスタグラム公式アカウント
「@shinshufruits」をフォロー
　・「＃ながののくだもの」を付けて、
長野県産フルーツを使った料理や、フルーツを食
べている写真を投稿

■応募期間
　2019年9月1日（日）～10月31日（木）
■審査発表
　2019年11月15日（金）

　裏表紙もご覧ください

10月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

10月15日（火） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 きのこの日

10月24日（木） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 ラ・フランス

10月23日（水） 11:50 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「暮らしの応援団」 米穀課出演

毎週火曜日 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 信州の牛乳・乳製品に関する様々な情報を
お届け。リスナープレゼントもあります。

果実課からのお知らせ

フルーツフォトコンテスト
「パシャフル！」開催中
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JA 全農長野ホームページ… https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」… https://www.ja-town.com
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